
第６ 章の２  屋外催し に係る 火災予防 

 

（ 催し の指定）  

第 5 4 条の３  消防署長（ こ の項に規定する 催し に係る 区域が２ 以上の消防署の管轄区域にわたる

場合にあっ ては、 消防長。 以下こ の章において同じ 。） は、 祭礼、 縁日、 花火大会その他多数の

者の集合する 屋外での催し であ つて大規模なも のと し て消防長が定める 要件に該当する も のの

う ち、 対象火気器具等（ 令第５ 条の２ 第１ 項に規定する 対象火気器具等を いう 。 以下同じ 。） の

周囲において火災が発生し た場合に人命又は財産に重大な被害を 与える おそれがあ る と 認める

催し を 、 指定催し と し て指定する も のと する 。（ ら ）  

２  消防署長は、 前項の規定によ り 催し を 指定し よ う と する と き は、 あら かじ め、 当該催し の主催

者の意見を 聴かなければなら ない。 ただし 、 当該催し の主催者から 指定の求めがあつたと き は、

こ の限り でない。（ ら ）  

３  消防署長は、 第１ 項の規定によ り 催し を 指定し たと き は、 遅滞なく 、 その旨を 当該催し の主催

者に通知する と と も に、 公示し なければなら ない。（ ら ）  

 

条則 

( 公 示 の 方 法 )  

第 ２ 条 の ２  消 防 法 施 行 規 則 ( 昭 和 3 6 年 自 治 省 令 第 6 号 ) 第 １ 条 及 び 危 険 物 の 規 制

に 関 す る 規 則 ( 昭 和 3 4 年 総 理 府 令 第 5 5 号 ) 第 ７ 条 の ５ に 規 定 す る 市 長 が 定 め る 方

法 は 、 次 に 掲 げ る 掲 示 場 に 掲 示 す る 方 法 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し て 公 衆 の 閲

覧 に 供 す る 方 法 と す る 。 （ ね ）  

⑴  市 役 所 前 の 掲 示 場  

⑵  広 島 市 消 防 局 の 掲 示 場  

⑶  法 第 ５ 条 第 ３ 項 の 命 令 に 係 る 防 火 対 象 物 又 は 法 第 1 1 条 の ５ 第 ４ 項 の 命 令 に

係 る 法 第 1 6 条 の ５ 第 １ 項 の 貯 蔵 所 等 の 所 在 地 を そ の 所 管 区 域 に 含 む 区 役 所 、

区 役 所 出 張 所 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 機 関 の 掲 示 場 （ な ）  

⑷  前 号 の 所 在 地 を そ の 管 轄 区 域 に 含 む 消 防 署 及 び 消 防 署 出 張 所 の 掲 示 場 （ た ）  

 

（ 指定催し の指定の公示）  

第 1 0 条の２  第２ 条の２ の規定は、条例第 5 4 条の３ 第３ 項の規定によ る 公示について準用する 。

（ ね）  

 

【 解説】  

本条及び次条は、 祭礼、 縁日、 花火大会等の屋外での大規模な催し では、 会場に多数の人が集合し

混雑が生じ る こ と で火災発生時の消火及び避難が困難と なり 被害を 拡大さ せる おそれがある こ と か

ら 、 当該催し の主催者の責任と 役割を 明確化し 、 必要な防火管理体制を 義務付ける も のである 。  



 

１  第 1 項について 

⑴ 「 大規模なも のと し て消防長が定める 要件」 と は、 主催者が出店を 認める 露店、 屋台その他こ

れら に類する も のの数が 1 0 0 店舗を 超える 規模の催し と し て計画さ れている 催し のこ と である 。

( 平成 2 6 年広島市消防局告示第３ 号)  

⑵ 「 人命又は財産に重大な被害を 与える おそれがある と 認める 催し 」 と は、 多数の露店等が出店

し 、 かつ、 その周囲において雑踏が発生する こ と によ り 、 火災が発生し た場合に避難が容易にで

き ないこ と 、初期消火を 実施し なければ延焼によ る 被害拡大のおそれが大き いこ と 、消防隊の進

入が困難である ため、初期消火が不可欠である こ と 等の状況を 踏ま え、総合的に判断する 必要が

ある 。こ のため、露店等の周囲において雑踏が発生し ないこ と が明ら かである 場合等は該当し な

いも のである 。 ただし 、 広島市行政手続き 条例は適用さ れる 。  

⑶ 指定催し の指定行為は、行政手続法第２ 条第４ 号に規定する 不利益処分に該当する も のである

が、 同法第３ 条第３ 項の規定によ り 同法第２ 章から 第６ 章ま での規定の適用はないも のである 。 

 

２  第２ 項について 

意見を 聴く 内容は、 広島市火災予防規程第２ 条の３ （ 催し の主催者から の意見聴取） に規定する

事項と する 。  

広島市火災予防規程 

（ 催し の主催者から の意見聴取）  

第２ 条の３  条例第 5 4 条の３ 第２ 項の規定によ り 消防署長が催し の主催者から 意見を 聴く 事項

は、 次の各号に掲げる 事項と する 。  

⑴ 催し の名称、 場所及び機関等に関する こ と 。  

⑵ 露店、 屋台その他こ れら に類する も のの出店に関する こ と 。  

⑶ 条例第 5 4 条の４ 第１ 項に規定する 防火担当者及び火災予防上必要な業務に関する 計画に

関する こ と 。  

⑷ その他消防署長が必要と 認める 事項に関する こ と 。  

 

３  第３ 項について 

公示については、 広島市火災予防規程第 2 条の 5 に規定する 事項について、 条則第 1 0 条の２

に規定（ 規則第２ 条の２ を 準用） する 方法によ り 行う こ と と する 。  

広島市火災予防規程 

（ 公示の内容）  

第２ 条の５  条例第 5 4 条の３ 第３ 項に規定する 公示は、 次の各号に掲げる 事項について行う 。  

⑴ 催し の名称 

⑵ 催し の開催場所 

⑶ 催し の開催期間 

 


